
理工学部定期試験受験の注意事項 
 
２０２５年度春学期定期試験は、期間前試験７月１６日（水）～２２日（火）、期間中試験７月

２３日（水）～７月３１日（水）に実施されるが、各自以下の注意事項をよく読み不正行為のない

よう厳正に受験しなければならない。 
 なお、災害等による定期試験の延期に対し、７月３１日(木)を予備日とする。 
 また、期間前試験については５～１０の注意事項をよく読み、期間中試験については、１～１

０の注意事項をよく読み、それぞれの試験に臨むこと。 

 
１． 試験時間帯について（期間中試験のみ、期間前試験は通常授業時間で実施） 

通常授業時間とは異なるので注意すること。（期間中試験のみの時間帯） 
 １時限   ９：３０～１０：３０   ２時限 １１：００～１２：００   
３時限   １３：３０～１４：３０    
４時限  １５：００～１６：００  ５時限 １６：３０～１７：３０ 

２． 試験教室への入場について（期間中試験のみ） 

① 各自クラス指定された教室で受験すること。 
② 前の時間の試験が終了していない場合は、廊下で待機し、監督者の許可があるまで入場し

てはならない。 
３． 遅刻および退場時間について（期間中試験のみ） 

① 遅刻：試験開始時刻から２０分を経過した者の入場は許可しない。 
※1時限目の試験開始時刻が9:30で試験問題等の配付遅れにより試験開始時刻が9:35と

なった場合でも、9:50 までを入室許可時間とする。また、入室許可時間内に試験教室に

到着したものの、学生証の不携帯により仮学生証入手のため、あらためて試験教室に入室

する時間が入室許可時間を過ぎた場合、入室を許可しない。 
② 退場：試験開始後３０分以降、試験終了１０分前まで認めることとする。 

４． 受験場の座席について（期間中試験のみ） 

① 指定の座席がない場合は、隣と十分な間隔を空けて着席すること。 
② 監督者から座席の位置を交換するよう指示があった場合は、速やかに従うこと。 

５． 学生証の携帯について 
① 受験の際は、学生証を机上の通路側に置くこと。 

② 学生証を忘れた者は、試験開始前までに証明書自動発行機で「仮学生証」(1枚１００円）

を発行すること。また、仮学生証は発行日のみ有効です。複数日にわたって同じ仮学生証

を使用することはできません。 
６． 答案の作成・提出について 

① 答案の所定の欄に学年・組（混合クラス）・番号・氏名等の必要事項を記入し、答案の内容如

何にかかわらず全員提出すること（解答は鉛筆を使用しても良い）。番号および氏名のな

い答案は無効とする。また、偽名（架空も含む）・他人の氏名等の記入は、不正行為とみなし、

処分の対象となる。 

② 答案用紙の再交付はしない。 
７． 履修無届け科目・担当者違いの科目の受験について 

① 履修無届け科目（未履修科目）を受験した場合は、その当該科目は無効となる。 
② 授業担当者違い（クラス違い）科目を誤って受験した場合は、その当該科目は無効となる。

特に、混合クラスは注意すること。 



 
 

８． 受験科目重複の取り扱いについて 
① 定期試験時間割上、受験科目が重複している場合には、至急、理工学部事務室まで申し出、

指示を受けること。 
９． 不正行為について 
    不正行為を行った学生の当該学期期間前試験科目及び期間中試験科目を全て不合格とする。 

  「理工学部定期試験における不正行為者の措置について」に基づき、不正行為があれば、退学・

停学またはその他の処分を受けることになる。 
（注意）不正行為幇助者が本学部学生の場合には、上記の処分を準用する。 

１０． その他 
① 試験場では、試験監督者の指示に従うこと。指示に従わない場合は不正行為とみなす。 
② その他、学部便覧掲載の学則・試験内規・受験の際の心得等を参照すること。 
③ 携帯電話・スマートフォン・スマートウォッチ・Bluetooth 接続機能を有する物等は、電源を切っ

た上で鞄等にしまっておくこと（これらを時計等として使用することは認めない）。 
④ 試験欠席が､やむを得ない理由と認められた場合､8 科目以内に限り､｢特別試験｣を許可す

ることがある。特別試験希望者は､別添の資料を確認の上､公示にて指定された期限内に理

工学部事務室に願い出ること｡ 
     

 
                                        以 上 


